
環境＆エネルギー戦略特別セミナー                                  １４０４６ 

－経済産業省／関西電力／大和ハウス工業－ 

「エネルギーマネジメント」２０１４年の進展 
ＨＥＭＳビッグデータ活用モデルや新サービスへの展望 

 
講 

 
 

師 

    経済産業省 商務情報政策局 情報経済課 係長 八木 美典 氏  

    関西電力（株） お客さま本部 担当部長 西村 陽 氏 

大和ハウス工業（株） 主任研究員 吉田 博之 氏 
     

 

【第１部】＜特別招聘＞経済産業省による講演＆名刺交換 

 ■エネルギーマネジメントに関する要点とスマートコミュニティ推進に向けて 
八木 美典 氏 【13：00～14：00】 

東日本大震災を契機に関心が高まってきたエネルギーマネジメントに関してその普及政策の意義と現状の課題・
取組に関して、スマートコミュニティの推進政策との関係性に触れながら紹介する。 

１．スマートコミュニティ推進におけるエネルギーマネジメント普及政策の意義 

２．エネルギーマネジメント普及に向けた現状と課題 
  （１）エネルギーマネジメントにおける技術的蓄積 
  （２）エネルギーマネジメントに関する標準化の検討 
  （３）エネルギーマネジメントシステムの導入補助 
  （４）電力利用データを活用した新たなサービスの創出に向けて 

３．質疑応答／名刺交換 
 

【第２部】次世代エネルギーマネジメントのビジネスとサービスの展望 

Ⅰ．日本でのエネルギーマネジメントの現状と展望 
  ～米国の事例（Ｏｐｏｗｅｒ、Ｃｏｍｖｅｒｇｅ、Ｃ３他）と日本での可能性～  

 

西村 陽 氏 【14：20～15：35】 

７０～８０年代に米国で構想されたエネルギーの「見える化」はＩＴのイノベーションによって具体化の途についた。 
特に電力需給がタイトなエリアが多く、電力市場価格抑制に家庭用市場のピーク抑制が重視される米国では、具

体的な家庭用ＤＲやＥＥ(エナジー・エフィシェンシー)プログラムが脚光を浴び、関連プレーヤーも盛んに活動してい
る。彼らのビジネスモデルを俯瞰しつつ、日本での家庭用スマートコミュニティ事象と比較しながら日本での家庭用
エネルギーマネジメントと可能性について検討する。 

１．「見える化」の歩みと現況 
（１）「見える化」の歩み 
（２）ＩＴ技術と「見える化」の進展 

２．米国の家庭用エネルギーマネジメント 
（１）米国電気事業の現況 
（２）家庭用ＤＲとＥＥの重要性 
（３）データアナリティクス 

３．米国エネルギーマネジメント企業の概要 
（１）各社の概要、ビジネスモデル 
（２）と日本への展開可能性 

４．日本での家庭用「見える化」 
（１）国内４実証の示唆～けいはんなを中心に 
（２）今後の見える化とビジネスモデル展望 

５．質疑応答／名刺交換 
 

Ⅱ．スマートハウスにおける 
    エネルギーマネジメントビジネスの可能性  

 

吉田 博之 氏 【15：45～17：00】 

ＥＣＨＯＮＥＴ Ｌｉｔｅ機器が出揃ってきたことにより、家庭内のエネマネも見える化だけでなく機器制御による具体的
な削減効果を求められる時期に来ている。一方で、継続的なビジネスとして定着させるにはエネルギー以外の付加
価値が必要という指摘も多い。本講ではこれまでにおける省庁や民間企業の検討事例をふまえながら、生活者目線
でのビジネスモデルの可能性について検討したい。 

１．スマートハウスの歴史と背景 
（１）ホームオートメーション時代 
（２）エネルギー制御への応用 

２．住宅メーカーにおける取組事例 
（１）住宅単体、地域全体でのエネマネ 

   ～四地域実証（北九州）、スマエコタウン晴美台等 
（２）現状の課題感と各社における取り組み 

３．スマートハウス整備ＷＧでの検討事例 
（１）新サービスや新コンセプトのアンケート調査 
（２）結果および業界間のモチベーションの違い 

４．住宅におけるエネマネビジネスの方向性 
（１）制御による削減効果か付加サービスか？ 
（２）住宅のサービスプラットフォーム化の推進 

５．質疑応答／名刺交換 
 

日 時 

会 場 

主 催 

2014 年２月１８日（火） 午後１時～５時 

新橋愛宕山東急イン 東京都港区愛宕１－６－６ 

株式会社 新社会システム総合研究所 



 
 

ＰＲＯＦＩＬＥ八木 美典（やぎ よしのり）氏 
 

  
経済産業省 商務情報政策局 情報経済課 係長  
 

ＰＲＯＦＩＬＥ  西村 陽（にしむら きよし）氏 
 

  
大阪大学大学院工学研究科客員教授（ビジネスエンジニアリング専攻）、関西電力お客さま本部担当部長。 
１９６１年 富山県生まれ。１９８４年 一橋大学経済学部卒業、関西電力で調査、戦略、環境等を担当。１９９９～
２００１年 学習院大学経済学部特別客員教授。２００６～２０１０年 大阪大学大学院工学研究科招聘教授。 
主著に『電力改革の構図と戦略』（２００１年度エネルギーフォーラム賞受賞）『電力自由化完全ガイド』『検証エン
ロン破綻』『電力のマーケティングとブランド戦略』『エナジー・エコノミクス』『にっぽん電化史①②』『低炭素社会の
ビジョンと課題』など多数。電気新聞紙上に「にっぽん電化史」連載中。  
 

ＰＲＯＦＩＬＥ  吉田 博之（よしだ ひろゆき）氏 
 

  
１９８８年 熊本大学工学部生産機械工学科卒業、同年大和ハウス工業(株)入社。 
工場にて自動生産ラインの導入管理業務を経て、住宅商品の開発業務を担当。１９９４年 総合技術研究所設立
後、スマートハウスの研究やインテリジェンストイレ等の商品開発に従事する。  
 

●受  講  料 【第１部】 無料 

【第２部】１名につき ３１，５００円（税込） 

同一団体より複数ご参加の場合、２人目以降 ２１，０００円（税込） 

●お申込方法 
 
 

 

下記にご記入いただき FAX でお申込みください。 

お申込み後の連絡、請求業務などは新社会システム総合研究所が行います。 

折り返し、新社会システム総合研究所から受講証（当日ご持参下さい）、請求書、会場地図を
ご本人様宛てにお送り致します。お申込み後、５日以内にお手元に届かない場合は必ず新社
会システム総合研究所（TEL: 03‐5532‐8850）へご一報下さい。 

※お客様のご都合でキャンセルされる場合は、「開催１週間前まで」にお申し出下さい。 
その後のキャンセルは、お申し受けできませんのでご了承下さい。 

●お支払方法 請求書を発行いたしますので、開催日までに銀行振込でお願いします。 
（遅れる場合はご相談下さい） 

 

２月１８日（火） 「エネルギーマネジメント２０１４年の進展」 申込日   月   日 

貴 社 名  

所 在 地 
〒 

Ｔ Ｅ Ｌ （    ）        － Ｆ Ａ Ｘ （    ）        － 

Ｅ－ｍａｉｌ 
ブロック体でのご記入をお願いいたします。 

受講講座を○で囲んでください 氏  名 所 属 部 署 ・ 役 職 

第１部 ・ 第２部   

第１部 ・ 第２部   

第１部 ・ 第２部   

※「受講証」等の送付先が上記と異なる場合は下記にご記入下さい。  Ｋ 

通信欄   

 

無料 E-mail 案内を □希望する □希望しない □登録済 （✔を入れて下さい） 
 

お申込み受付 FAX 03－3261－0238 

S＆T出版(株)  〒101-0065 東京都千代田区西神田2-5-8 共和15番館ビル2階 

Tel：03-3261-0230／URL：http://www.stbook.co.jp 

※ご記入の個人情報は当社および主催者が、事務連絡・ご案内などに使用いたします。 

１４０４６－Ｅ 


